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開発の動機

2016年4月熊本地震の被害 2016年10月鳥取県中部地震の被害



P波とS波の概要



地盤構造と地震波動

P波とS波の概要
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P波とS波の伝搬

P波とS波の概要



P波とS波の概要

P波とS波の伝搬速度
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代表的な地層、地質におけるP波速度とS波速度の概略値

P波とS波の概要
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注）P波は弾性体の土柱として算定。ただし、地下水の影響は考慮せず、水中での波動伝搬は無視する。
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E：地盤の弾性係数

G：地盤のせん断弾性係数
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開発コンセプト・制作方法



①同一模型でP波とS波の両者が発震できる。

開発コンセプト

②地盤構造による伝搬速度の違いを比較できる。

③教材としての活用を考慮して簡易なモデルとする。



使用した材料

フレーム 金属球 ６０ｇ 

ワイヤー 止め金具S字フック

弦巻ばね
 1000～4000dyn/cm)





地震伝搬模型の実演 ビデオ 



P波の発震と粒子軌跡



S波の粒子軌跡
S波の発震と粒子軌跡



P波とS波の速度の違い



地盤の硬軟による速度の違い



まとめ

■地震波動模型の開発

■本模型の特徴
１ 波動の粒子軌跡
２ 伝搬速度の差異
３ 地盤の硬軟の差異

■学習教材・防災教材としての活用



Q＆A



ポアソン比

http://www.structure.jp/column14/column14_3_2.html





バネの交換による



ポアソン比 グラフ
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P波+S波同時発震










